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（7） 防災

67

■市施設耐震化率（学校除く）の推移

■特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化率の推移、市内緊急輸送道路図

【出典】建築課資料

特定緊急輸送道路及び一般緊急輸送道路
緊急輸送道路とは、阪神・淡路大震災での教訓を踏まえ、地震直後から発生する緊急輸送などを円滑に行うための

道路として、東京都地域防災計画に位置付けられた高速自動車国道、一般国道及びこれらを連絡する幹線道路と知

事が指定する防災拠点とを相互に連絡する道路です。東京都は、「東京における緊急輸送道路沿道建築物の耐震化

を推進する条例」に基づき、緊急輸送道路のうち、特に沿道建築物の耐震化を図る必要があると認めるものを「特

定緊急輸送道路」として指定しています。

また、緊急輸送道路のうち、特定緊急輸送道路に指定された道路以外の緊急輸送道路は、東京都耐震改修促進計

画において、「一般緊急輸送道路」として、耐震改修促進法第5条第3項第3号に基づく、地震時の建築物の倒壊に

よる通行障害を防ぐべき道路として位置付けられています。

【出典】第2次八王子市耐震改修促進計画（「特定緊急輸送道路図」
（東京都耐震ポータルサイト）を加工して作成）

【出典】住宅政策課資料

⚫ 「市施設耐震化率（学校除く）」は、平成27年度に100％を達成しました。

⚫ 「特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化率」は年々増加し、令和元年度には92.５％に達

しています。
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【出典】防災課資料

（7） 防災

68

■年最大時間雨量の変化

■自主防災組織結成町会・自治会数及び結成率の推移

【出典】八王子市水循環計画掲載図資に令和元年データを加え作成（八王子市天気相談所データ（市役所観測所））

⚫ 「年最大時間雨量」は、年によってばらつきはあるものの、約４０年間を通して見ると、増

加傾向が認められます。

⚫ 令和元年度の「自主防災組織を結成している町会・自治会数」は、平成11年度に比べ3.４

倍になっており、85.8％の結成率となっています。

※赤線は、雨量の経年的な変化の傾向を見るために、最小二乗法により求めた回帰直線です。

赤線が上向きであり、雨量が増加している状況が認められます。
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■１年間のうちに防災訓練に参加したことがある市民の数（推移）

■市内の災害拠点病院、災害拠点連携病院及び市内緊急医療救護所

【出典】防災課資料

【出典】八王子市地域防災計画（別冊）より作成

※災害拠点病院とは、主に重症者の収容・治療を行う病院

（基幹災害拠点病院、地域災害拠点中核病院及び地域災害拠点病院として都が指定する病院）

※災害拠点連携病院とは、主に中等症者や容態の安定した重症者の収容・治療を行う病院

（救急告示を受けた病院等で都が指定する病院）

平成30年5月29日現在

⚫ 令和元年度の「1年間のうちに防災訓練に参加したことがある市民の数」は、平成３０年度

に比べ微減していますが、平成２３年度と比べると１．６倍になっています。

⚫ 市内の「災害拠点病院」、「災害拠点連携病院」、「緊急医療救護所」は下図のとおりです。

（7） 防災
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■八王子市消防団分団分布図

■八王子市消防団団員数及び火災出動件数の推移

【出典】防災課資料より作成

【出典】防災課資料

⚫ 「消防団」は、12分団に分かれて地域の消防・防災活動を行っています。

⚫ 近年の「消防団団員数」及び「火災出動件数」は、平成11年度に比べ減少しています。

（7） 防災
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■企業立地支援条例による業種別指定数の推移

■有効求人倍率の推移

【出典】企業支援課資料

【出典】東京労働局ハローワーク八王子 最近の雇用失業情勢 （有効求人倍率等の推移）

⚫ 「企業立地支援条例による業種別指定数」の累計は、令和元年度に131件になりました。

その中でも、製造業と市内小規模事業者等が占める割合が大きくなっています。

⚫ 「有効求人倍率」は、平成20年のリーマン・ショック後に0.3であったものが、令和元年に

は、0.9になっています。
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■製造業事業所数・従業員数の推移

■平成29年製造業事業所数（東京都内26市の上位6市）

【出典】経済産業省 工業統計調査等

【出典】経済産業省 工業統計調査（平成30年）

⚫ 「製造業事業所数・従業員数」は、ともに減少傾向にあります。

⚫ 「製造業事業所数（従業者４人以上の事業所）」は509件であり、東京都内26市で1番多

くなっています。
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■平成29年製造業従業員数（東京都内26市の上位6市）

■平成29年製造業製造品出荷額等（東京都内26市の上位6市）

【出典】経済産業省 工業統計調査（平成30年）

【出典】経済産業省 工業統計調査（平成30年）

⚫ 「製造業従業員数」は15,579人となっており、東京都内26市で1番多くなっています。

⚫ 「製造業製造品出荷額等」は3,735億円となっており、東京都内26市で５番目に多く

なっています。

（8） 産業
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■小売店舗事業所数及び従業員数の推移

【出典】経済産業省 商業統計調査、経済センサス（活動調査・基礎調査）

■小売店舗年間商品販売額及び売り場面積の推移

＜小売店舗事業所数＞ ＜小売店舗従業員数＞

＜小売店舗年間商品販売額＞ ＜小売店舗売り場面積＞

⚫ 「小売店舗事業所数」は、八王子市・東京都・全国ともに減少傾向にあります。一方、「小売

店舗従業員数」は、全国が平成28年度に大きく減少したのに対して、八王子市・東京都は

ほぼ横ばいで推移しています。

⚫ 「小売店舗年間商品販売額」は、八王子市・東京都・全国ともに、平成24年度に増加に転

じています。一方、「小売店舗売り場面積」は、八王子市・東京都・全国ともに、横ばいで推

移しています。

（8） 産業
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■主な観光資源

⚫ 「観光客数」は、観光施策の充実により増加傾向にあります。

※平成２９年は市制１００周年記念事業による増。

⚫ 観光資源は、高尾山を始めとする豊かな自然だけでなく、古くより継承されてきた歴史や

伝統文化、また、買い物やグルメなど多岐にわたっており、魅力にあふれています。

（8） 産業

■市内への
観光客数の推移

【出典】観光課資料
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【出典】市ホームページ（八王子画像
オープンデータ集）等

このほか、本市の観光情報はコチラ

高尾梅郷
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■農業産出額の推移

■認定農業者数の推移

農業産出額とは
野菜、果樹、稲等の農業産出額

は、「東京都農作物生産状況調

査」から集計・算出した収穫量

に、「東京都中央卸売市場年

報」の「月別・産地別・部類別・

品目別取扱高」等に基づく単価

を乗じて算出したもの。

【出典】東京都産業労働局 東京都農作物生産状況調査結果報告書

【出典】農林課資料

認定農業者とは
効率的かつ安定的な農業経営

を目指す農業者が作成した農

業経営改善計画を市町村が地

域農業の将来目標を農業経営

基盤強化促進法に基づいて定

めた「基本構想」に照らして認

定して、支援していこうとする

制度。認定される期間は、認定

から５年間。

⚫ 「農業産出額」は、減少傾向にあります。

⚫ 「認定数及び認定農業者数」は増加傾向にありましたが、令和元年度は減少しています。

（8） 産業
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■耕地面積の推移

■生産緑地地区の推移

【出典】農林水産省 作物統計調査

生産緑地地区とは
農林業との調整を図りつつ、良好な都市環境の形成を図るため、市街化区域内

において適正に管理されている農地等を指定するもの。

【出典】都市計画課資料

⚫ 近年の「耕地面積」は、平成11年に比べ減少しています。

⚫ 近年の生産緑地地区の「地区数」及び「面積」は、平成11年度に比べ減少しています。

（8） 産業
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（9） 環境・ごみ

⚫ 「環境啓発活動」に参加する団体数、参加人数ともに、おおむね横ばい傾向にあります。

⚫ 「CO₂排出量」は、平成２年度と平成２9年度を比べると340千ｔ増加しています。「民生

家庭」、「民生業務」、「運輸」部門で全体の約９割を占めており、「民生家庭」、「民生業務」

で増加しています。
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■環境啓発活動の状況

■市内の部門別CO₂排出量の推移

【出典】八王子市環境白書2020データ集

【出典】オール東京62市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」データより作成
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（9） 環境・ごみ

⚫ 「猛暑日・真夏日」の日数は、年により変動が大きいものの、増加傾向があらわれています。

⚫ 「1人1日当たりのごみの総排出量」は、平成16年度からの家庭ごみの資源物収集拡充や

戸別収集、有料化などを経て大きく減少し、令和元年度には770gとなっています。
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■八王子市の猛暑日・真夏日の経年変化

■１人１日当たりのごみの総排出量（推移）

【出典】気象庁データより作成

【出典】ごみ減量対策課資料

1人１日当たりの
総排出量
市民１人が１日にどの

くらいのごみを発生さ

せているかの指標で

（家庭系ごみ＋事業系

ごみ＋資源物＋資源集

団回収等）÷本市の人

口÷365日（うるう年

は366日）で算出。
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※平成16年10月から家庭系ごみの「資源物収集拡充」、「戸別収集」、「有料化」スタート
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⚫ 「リサイクル率」は、全国平均に比べ高水準を保っています。

⚫ 令和元年度の「ごみ排出量」は、平成11年度に比べ大きく減少しています。内訳を見ると、

「家庭系ごみ」は、平成16年度からの家庭ごみの資源物収集拡充や戸別収集、有料化な

どを経て、減少傾向にあります。「事業系ごみ」は、平成27年度の清掃工場へのごみ持ち

込み手数料改定などにより、令和元年度には平成16年度比で約６割にまで減少していま

す。
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■リサイクル率の推移

■ごみ排出量の状況（内訳）

【出典】ごみ減量対策課資料

リサイクル率
総資源化率ともいい、

収集や持ち込まれたご

みのうちどれだけ資源

化されたかの割合で、

（資源物＋資源集団回

収＋中間処理後資源

物）÷（家庭系ごみ＋事

業系ごみ+資源物＋資

源集団回収等）×100

で算出。

【出典】ごみ減量対策課資料

（9） 環境・ごみ



八王子市

叶谷町1079

八王子市

中野山王2-23

八王子市

子安町2-22

八王子市

片倉町2475

八王子市

暁町２－４１－６
小宮公園

八王子市の湧水と東京都の名湧水に選定されている湧水

湧水量豊富。地域に親しまれる。湧水点付近にシンボルと

なる樹齢数百年の榎があり、景観的に優れている。

古くから「明神様の泉」として地域に親しまれる。水量豊

富。生活用水（野菜等の洗い場）として利用。

八王子駅南口周辺の住宅地にあり、斜面下から湧き出た

湧水が池と一体となって整備されている。八王子八十八

景の一つ。

城跡の崖下の数ヶ所から湧き出し、大小の池を潤してい

る。雑木林のカタクリを始め、湧水を生かした水車、湿性植

物、菖蒲田、カワセミなど見所が多い。

雑木林の崖の中腹から湧き出た水がせせらぎをつくり、弁

天池に注いでいる。雑木林の間を木道が走り、四季の草花

や生き物を楽しみながら散策できる。

叶谷榎池

子安神社

六本杉公園

片倉城跡公園

0 5km

片倉城跡公

園

六本杉公園

叶谷榎池公園
子安神社（中野山王） 小宮公園

片倉城跡公園

⚫ 本市は水資源が豊かで、多くの湧水に恵まれています。なかでも、叶谷榎池公園、子安神

社、六本杉公園、片倉城跡公園、小宮公園は、東京都の名湧水に選定されています。
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■八王子市の湧水と東京都の名湧水に選定されている湧水

【出典】表：東京都環境局ホームページ
図：八王子市水循環計画

（9） 環境・ごみ
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⚫ 河川の水質汚濁の指標である「BOD」を見ると、平成20年度以降、市内の全ての観測地

点（9か所）で環境基準を達成しており、良好な水質を維持しています。
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■河川の観測地点におけるＢＯＤ75％値の経年変化

赤の点線が環境基準（A類型（２mg/l）を示す。水質が改善するとともに、全ての測定地点（９か
所）で環境基準（A類型）を下回っていることを示す。

【出典】八王子市水循環計画掲載図資に令和元年度データ（水環境整備課資料）を加え作成

BOD
生物化学的酸素要求量 （Biochemical Oxygen 

Demand）の略で、河川の水質汚濁の指標として用

いられます。水を汚している有機物を微生物（好気

性バクテリア）が酸化分解するときに必要とする酸

素量で、有機物の量を表した値。また、微生物の代わ

りに化学物質の酸化剤を用いて測定するＣＯＤ

（Chemical Oxygen Demand）も、水質汚濁の

指標として使用されることがあります。

BOD 75％値
ｎ個のBODの日間平均値を数値の小さいものから並

べたとき0.75×ｎ番目にくる数値で、BODの環境基

準の達成状況は75％水質値で見ます。

環境基準
環境基本法により国が定めているもので、「人の健康

を保護し、及び生活環境を保全する上で維持される

ことが望ましい」とされている基準のこと。

（9） 環境・ごみ



⚫ ある区域における緑に覆われた面積の割合を示す「緑被率」を見ると、平成19年度から

平成29年度にかけて、市内6地域全てにおいて減少しています。特に、北部地域と東部

地域では4ポイント程度と減少が大きくなっています。
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■緑被の状況

【出典】八王子市みどりの基本計画 令和2年（2020年）3月

緑被率
ある区域における緑に覆われた面積の割

合のことで、緑の量を把握するための指標

として用いられます。緑には、樹林、草地・

農地、宅地内（屋上緑化を含む）や公園の

樹木や芝地、街路樹などが含まれます。

地域 H19年度 H29年度 増減

中央 10.4% 9.3% -1.1

北部 51.9% 47.8% -4.1

西部 77.4% 76.3% -1.1

西南部 73.3% 72.0% -1.3

東南部 27.0% 25.3% -1.7

東部 36.8% 33.0% -3.8

市全域 61.0% 58.4% -2.6

緑被率

（9） 環境・ごみ
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⚫ 市内各駅周辺の「たばこポイ捨て数」、「歩行喫煙率」は、おおむね減少傾向にあります。

⚫ 「歩行喫煙率」は、各駅周辺ともに、最新年の調査では1％を大きく下回っています。
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■喫煙者等実態調査結果の推移 （平成19年１月１日『八王子市路上喫煙の防止に関する条例』施行）

●八王子駅北口周辺 （平成19年４月１日から禁止地区に指定）

●八王子駅南口周辺 （平成22年11月25日から禁止地区に指定）

●西八王子駅周辺 （平成21年４月１日から禁止地区に指定）

【出典】環境政策課資料

（9） 環境・ごみ
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●高尾駅周辺 （平成21年４月１日から禁止地区に指定）

●南大沢駅周辺 （平成20年４月１日から禁止地区に指定）

●八王子みなみ野駅周辺

●京王堀之内駅周辺

【出典】環境政策課資料

（9） 環境・ごみ



33 33 34 34 34

20,393
22,804 21,384 21,593
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3,552 3,587 3,990 3,435 3,139
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平成27年度

（10月11日～

11月17日）

平成28年度

（10月9日～

11月27日）

平成29年度

（9月18日～

11月18日）

平成30年度

（10月14日～

12月2日）

令和元年度

（10月13日～

11月17日）

催し物数（件） 来場者数（人） 参加者数（人）

催し物数（件） 来場者数、参加者数（人）

（10） 文化・芸術

⚫ 毎年秋に開催している「市民文化祭」での催し物数は、ほぼ横ばいで推移しています。一

方、来場者数は平成28年度をピークに減少傾向となっています。

⚫ 「伝統芸能」は、「八王子車人形」「説経浄瑠璃」「獅子舞」「木遣」などがあります。
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■市民文化祭の実績（推移）

■伝統芸能

◇説経浄瑠璃

◇木遣（きやり）

【出典】学園都市文化課資料

【出典】八王子ビジョン2022（2018基本計画改定版）



令和2年（2020年）3月末現在

指定区分

（数）
数 備考

5 城跡（2）関所跡（1）集落跡（2）

4 書跡（1）工芸品（3）

建造物 7 寺院建造物（6）厨子（1）

絵画 2 屏風（2）

彫刻 10 仏像（10）

工芸品 1 軍船模型（2艘，文書とも）（1）

古文書 3 日記稿本（1）名主家文書（1）寺院文書（1）

考古資料 2 経塚出土品（1）方形周溝墓出土品（1）

有形民俗文化財 民俗資料 1 農家構え（1）

無形文化財 芸能 2 説経浄瑠璃（1）八王子車人形（1）

2 寺域（1）城跡（1）

12 古墳（1）墓（9）ほか

3 並木（1）樹木（2）

建造物 2 山門（1）社殿（1）

絵画 3 掛軸（2）図巻（1）

彫刻 4 仏像（2）肖像（2）

工芸品 34 仏像（3）梵鐘（3）山車（12）懸仏（2）ほか

刀剣 78 大小組（4）ほか

考古資料 3 発掘資料（3）

古文書 22 千人同心関係（7）村方文書（2） ほか

歴史資料 7 写真原板（1）肖像画（2）石塀（1） ほか

郷土芸能 10 獅子舞（9）木遣（1）

風俗習慣 1 セエノカミ（1）

有形民俗文化財 民俗資料 10 板碑（5）宝篋印塔（3）木額（1）石仏（1）

20 古代遺跡（2）城跡（1）ほか

11 並木（1）樹木（10）

3 古戦場（1）屋敷跡（1）蛙合戦の旧地（1）

262

種別（数）

国指定

（9）

史跡

重要文化財

都指定

（45）

有形文化財（25）

史跡

旧跡

天然記念物

計

市指定

（208）

有形文化財（153）

無形民俗文化財（11）

史跡

天然記念物

旧跡

（10） 文化・芸術
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⚫ 「指定文化財」の数は２６２件です。

■文化財の指定状況

【出典】はちおうじの教育統計



88

⚫ 令和２年６月に、桑都・八王子の歴史文化を高尾山との結びつきで物語るストーリー「霊

気満山 高尾山 ～人々の祈りが紡ぐ桑都物語～」が、都内で唯一の「日本遺産」に認定さ

れました。

⚫ 「日本遺産」は、ストーリーを語る上で欠かせない魅力溢れる有形・無形の様々な文化財を、

地域が主体となって総合的に整備・活用し、国内だけでなく海外へも戦略的に発信してい

くことにより、地域の活性化を図ることを目的として、文化庁が認定しています。

■日本遺産

（10） 文化・芸術

霊気満山 高尾山

～人々の祈りが紡ぐ桑都物語～

「桑都」と称され発展してきた八王子の歴史や伝統と高尾山との結びつきで

まちの新たな魅力を語るストーリーが、

令和２年６月に『日本遺産』に認定されました。

東京都で唯一、全国で８８番目の日本遺産です。



決定

霊気満山
高尾山

～人々の祈りが紡ぐ
桑都物語～

◇認定ストーリーの検討過程

【出典】文化財課（日本遺産推進担当）資料

（10） 文化・芸術

●テーマの検討と絞り込み

●ストーリーの構成の検討

検討案

北条氏照と八王子城

千人同心の活躍

八王子宿の発展

絹産業の発展と
関連文化の伝承

横浜開港後の外国人遊歩

自然と信仰の高尾山

東日本唯一の陵墓
（多摩御陵）

絞り込み

北条氏照と八王子城

千人同心と八王子宿

織物のまち・八王子

高尾山
（自然・歴史文化・観光）

高尾山

八王子城
北条氏照 桑都・八王子

桑都のまちの礎

信仰・庇護
地理・地形的なつながり

信仰
桑都文化

※「テーマ絞り込み」「構成の検討」のポイント＝認定審査基準

興味深さ ：人々が関心を持ったり惹きつけられたりする内容になっているか。

斬新さ ：あまり知られていなかった点や隠れた魅力を打ち出しているか。

訴求力 ：専門的な知識がなくても理解しやすい内容となっているか。

希少性 ：他の地域ではあまり見られない稀有な特徴があるか。

地域性 ：地域特有の文化が現れているか。

（他）
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【出典】文化財課（日本遺産推進担当）資料

（10） 文化・芸術

●認定に至った評価のポイント（日本遺産審査委員会）

⚫ 東京を代表する国際観光地・高尾山を「桑都」と結びつけてストーリー化した点が興

味深い。

⚫ 訪日外国人の誘客につながる構成資産を有し、興味をひく体験の環境が整備され

ている。

⚫ 歴史文化基本構想と文化財保存活用地域計画（策定中）に基づき、長い時代と広

域にまたがる地域の歴史文化資源を計画的に保存・活用しようとするビジョンに優

れている。

◇日本遺産の認定を機に目指すもの

「日本遺産」の認定にふさわしい、地域振興や観光振興のための基盤整備

・日本遺産認定はゴールではなく、スタート。

・地元住民と来街者双方の立場からの地域づくりを進める。

・民間事業者を巻き込んだ持続可能な事業実施体制の充実を図る。

歴史文化を活かしたまちづくりの推進

・八王子城、滝山城、北条氏照の認知度の向上。

・日本遺産認定ストーリー構成文化財の活用による地域の活性化。

・地域住民が主体的に参画することのできる観光まちづくりの推進。

・地場産業の活性化による、地域経済の向上。

・市民のシビックプライドの醸成。

・様々な主体のつながりによる地域活動の活性化。

「高尾山」だけが認定されたものではなく、「桑都・八王子」の

歴史文化を語るストーリーが認定されました。

↓

市全域で暮らす（住む、学ぶ、働く、活動する）すべての人の、

身近なところにある歴史文化資源を守り、活用し、伝えるために、

「日本遺産」を活用していきます。
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818,822人 808,556人 776,002人 772,851人

669,561人

197,977人 191,396人
179,281人 188,710人

183,157人

9,510回 9,167回

26,570回 24,787回
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利用した人数（中学校）

利用した人数（小学校）

延べ回数（中学校）

延べ回数（小学校）

延べ回数計（回）利用した人数計（人）

（年度）

※令和元年度は、3月5日から学校施設の開放を中止。
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⚫ 「学校施設の開放状況」を見ると、利用した人数・利用回数は、横ばいの傾向にあります。

■学校施設の開放状況

【出典】はちおうじの教育統計

（11） 生涯学習・スポーツ
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